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平成２５年１２月 

中 札 内 村 議 会 定 例 会 会 議 録 

平成２５年１２月１３日（金曜日） 

 

◎出席議員（８名） 

 １番 中 井 康 雄 君   ２番 佐 藤 耕 平 君 

 ３番 知 本 正 幸 君      ４番 笠 松   直 君 

 ５番 黒 田 和 弘 君      ６番 男 澤 秋 子 君    

 ７番 北 嶋 信 昭 君   ８番 髙 橋 和 雄 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎地方自治法第１２１条の規定による説明のための出席者 

中 札 内 村 長 田 村 光 義 君  教 育 委 員 長 杉 江   茂 君 

農業委員会会長 山 田 英 雄 君  代表監査委員 木 村   誠 君 

 

◎中札内村長の委任を受けて説明のため出席した者 

副 村 長 火 山 敏 光 君  総 務 課 長 高 桑   浩 君 

住 民 課 長 山 崎 恵 司 君  福 祉 課 長 岡 田 好 之 君 

産 業 課 長 阿 部 雅 行 君  施 設 課 長 長 澤 則 明 君 

 

◎教育委員長の委任を受けて出席した者 

教 育 長 上 松 丈 夫 君  教 育 次 長 大和田 貢 一 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて出席した者 

事 務 局 長 産 業 課 長 兼 務    

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

議会事務局長 片 山 勇一郎 君  書 記 林  真 悠 君 
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◎議事日程   

日 程 第 １  
請願 第８ 号 

（委員会報告）  
利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める請願 

日 程 第 ２ 
請願 第９ 号 

（委員会報告） 
２０１４年度地方財政の確立を求める請願 

日 程 第 ３ 
請願第１０号 

（委員会報告） 
平成２６年度畜産物価格決定等に関する請願書 

日 程 第 ４ 
陳情 第１ 号 

（委員会報告） 

森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書につい

て 

日 程 第 ５ 意見書案第９号 利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める意見書 

日 程 第 ６ 意見書案第１０号 ２０１４年度地方財政の確立を求める意見書 

日 程 第 ７ 意見書案第１１号 平成２６年度畜産物価格決定等に関する意見書 

日 程 第 ８ 意見書案第１２号 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書 

日 程 第 ９  一般質問 
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開会 午前１０時００分 

 

◎◎◎◎開会宣告開会宣告開会宣告開会宣告    

 

○議長（○議長（○議長（○議長（髙橋和雄髙橋和雄髙橋和雄髙橋和雄君）君）君）君） ただいまの出席議員数は８人です。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから平成２５年１２月中札内村議会定例会を再

会したいと思います。 

ただちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手もとに配布したとおりでございます。 

 

◎日程第１◎日程第１◎日程第１◎日程第１    請願第請願第請願第請願第    ８号８号８号８号    利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める請願利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める請願利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める請願利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める請願    

◎日程第２◎日程第２◎日程第２◎日程第２    請願第請願第請願第請願第    ９号９号９号９号    ２０１４年度地方財政の確立を求める請願２０１４年度地方財政の確立を求める請願２０１４年度地方財政の確立を求める請願２０１４年度地方財政の確立を求める請願    

◎日程第３◎日程第３◎日程第３◎日程第３    請願第１０号請願第１０号請願第１０号請願第１０号    平成２６年度畜産物価格決定等に関する請願書平成２６年度畜産物価格決定等に関する請願書平成２６年度畜産物価格決定等に関する請願書平成２６年度畜産物価格決定等に関する請願書    

◎日程第４◎日程第４◎日程第４◎日程第４    陳情第陳情第陳情第陳情第    １号１号１号１号    森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書に森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書に森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書に森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書に    

                                                    ついてついてついてついて    

 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） この際、日程第１、請願第８号、利用者本位の持続可能な介護保

険制度の確立を求める請願、日程第２、請願第９号、２０１４年度地方財政の確立を求め

る請願、日程第３、請願第１０号、平成２６年度畜産物価格決定等に関する請願書、日程

第４、陳情第１号、森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書についての

４件を一括して議題にいたします。 

 この請願は、総務常任委員会及び産業常任委員会に付託した事件です。 

 審査が終了し、両委員長から報告書の提出がありました。 

 委員長の報告を求めます。 

 はじめに、男澤総務常任委員長。 

（男澤秋子総務常任委員会委員長登壇） 

○総務常任委員会委員長（男澤秋子君）○総務常任委員会委員長（男澤秋子君）○総務常任委員会委員長（男澤秋子君）○総務常任委員会委員長（男澤秋子君） 総務常任委員会審査報告。 

 平成２５年１２月５日開会の定例会において、付託された事件について審査を終了した

ので、会議規則第９４条の規定により報告いたします。 

 記。 

 １、付託事件。 

 請願第８号、利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める請願。 

 請願第９号、２０１４年度地方財政の確立を求める請願。 

 ２、経過。 

 審査は、１２月５日、全委員の出席を得て審議した。 

 ３、結果。 

 本請願の内容、趣旨は十分理解できるものである。 

 ４、決定。 

 請願第８号、請願第９号は採択とする。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 続いて、中井産業常任委員長。 

（中井康雄産業常任委員会委員長登壇） 

○○○○産業常任委員会委員長（中井康雄君）産業常任委員会委員長（中井康雄君）産業常任委員会委員長（中井康雄君）産業常任委員会委員長（中井康雄君） 産業常任委員会審査報告書。 
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 平成２５年１２月５日開会の定例会において、付託された事件について審査を終了した

ので、会議規則第９４条の規定により報告いたします。 

 記。 

 １、付託事件。 

 請願第１０号、平成２６年度畜産物価格決定等に関する請願書。 

 陳情第１号、森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書について。 

 ２、経過。 

 審査は、１２月５日、全委員の出席を得て審議した。 

 ３、結果。 

 本請願及び陳情の内容、趣旨は十分理解できるものである。 

 ４、決定。 

 請願第１０号及び陳情第１号は採択とする。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 報告は終わりました。 

これから４件を一括して委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 請願第８号の委員長報告に対する討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

請願第８号、利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める請願を採決いたしま

す。 

この請願に対する委員長の報告は採択です。 

委員長の報告のとおり、採択と決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、請願第８号は、委員長の報告のとおり採択されました。 

次に、請願第９号の委員長報告に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

請願第９号、２０１４年度地方財政の確立を求める請願を採決いたします。 

この請願に対する委員長の報告は採択です。 

委員長の報告のとおり、採択と決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、請願第９号は、委員長の報告のとおり採択されました。 

次に、請願第１０号の委員長報告に対する討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

請願第１０号、平成２６年度畜産物価格決定等に関する請願書を採決いたします。 

この請願に対する委員長の報告は採択です。 

委員長の報告のとおり、採択と決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、請願第１０号は、委員長の報告のとおり採択されました。 

陳情第１号の委員長報告に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

陳情第１号、森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書についてを採決

いたします。 

この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

委員長の報告のとおり、採択と決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第１号は、委員長の報告のとおり採択されました。 

お諮りをいたします。 

男澤議員から、意見書案第９号、意見書案第１０号が、中井議員から、意見書案第１１

号、意見書案第１２号が、併せて４件追加提案されました。 

この際、これを日程に追加し、順序の変更をしてただちに議題にしたいと思いますが、

このことに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、意見書案第９号、意見書案第１０号、意見書案第１１号、意見書案第１２

の４件を日程に追加し、順序の変更をして議題にすることは決定をいたしました。 

暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時０８分 

再開 午前１０時０９分 

 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎◎◎◎追加追加追加追加日程第５日程第５日程第５日程第５    意見書案第意見書案第意見書案第意見書案第    ９号９号９号９号    利用者本位の持続可能な介護保険制度の確利用者本位の持続可能な介護保険制度の確利用者本位の持続可能な介護保険制度の確利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求め立を求め立を求め立を求め    

る意見書る意見書る意見書る意見書    

◎◎◎◎追加追加追加追加日程第６日程第６日程第６日程第６    意見書案第１０号意見書案第１０号意見書案第１０号意見書案第１０号    ２０１４年度地方財政の確立を求める意見書２０１４年度地方財政の確立を求める意見書２０１４年度地方財政の確立を求める意見書２０１４年度地方財政の確立を求める意見書    

◎◎◎◎追加追加追加追加日程第７日程第７日程第７日程第７    意見書案第１１号意見書案第１１号意見書案第１１号意見書案第１１号    平成２６年度畜産物価格決定等に関する意見書平成２６年度畜産物価格決定等に関する意見書平成２６年度畜産物価格決定等に関する意見書平成２６年度畜産物価格決定等に関する意見書    



 - 6 -

◎◎◎◎追加追加追加追加日程第８日程第８日程第８日程第８    意見書案第１２号意見書案第１２号意見書案第１２号意見書案第１２号    森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する    

意見書意見書意見書意見書    

    

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） この際、追加日程第５、意見書案第９号、利用者本位の持続可能

な介護保険制度の確立を求める意見書、追加日程第６、意見書案第１０号、２０１４年度

地方財政の確立を求める意見書、追加日程第７、意見書案第１１号、平成２６年度畜産物

価格決定等に関する意見書、追加日程第８、意見書案第１２号、森林・林業・木材産業施

策の積極的な展開に関する意見書の４件を一括して議題にいたします。 

 お諮りをいたします。 

 この意見書案第９号から意見書案第１２号までの４件については、会議規則第３９条第

２項の規定により、提案理由の説明を省略したいと思います。 

 このことに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第９号から意見書案第１２号までの４件については、提案理由の

説明を省略することに決定をいたしました。 

 意見書案４件を一括して質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 意見書案第９号に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 意見書案第９号、利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める意見書を採決し

ます。 

 この意見書案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第９号は、原案のとおり可決されました。 

 意見書案第１０号に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 意見書案第１０号、２０１４年度地方財政の確立を求める意見書を採決いたします。 

 この意見書案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第１０号は、原案のとおり可決されました。 
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 次に、意見書案第１１号に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 意見書案第１１号、平成２６年度畜産物価格決定等に関する意見書を採決いたします。 

 この意見書案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第１１号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、意見書案第１２号に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 意見書案第１２号、森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書を採決い

たします。 

 この意見書案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見書案第１２号は、原案のとおり可決されました。 

 

◎◎◎◎追加追加追加追加日程第日程第日程第日程第９９９９    一般質問一般質問一般質問一般質問    

 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和（髙橋和（髙橋和（髙橋和雄君）雄君）雄君）雄君） 追加日程第９、一般質問を行います。 

 質問、要旨、答弁はそれぞれ簡略明解にお願いをいたします。 

 順次、質問を許します。 

 通告順によって、最初に、７番北嶋議員。 

○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君） それでは、議長のお許しをいただきましたので、質問させていた

だきます。 

今後の省エネルギー対策についてです。 

村は、これまで化石燃料の使用抑制やさまざまな影響が予測される地球温暖化防止のた

め、平成２１年３月に地球温暖化対策実行計画を策定し、さまざまな取組みを進めてきて

おります。 

温室効果ガス排出抑制の効果やエネルギー使用量の状況などは、ホームページで公表さ

れています。 

また、平成２１年度から平成２５年度までに、市街地区街路灯６５３基のうち２０８基

のＬＥＤ化、同じく平成２１年度から、一般家庭における太陽光発電システムの普及を図

るため補助制度を創設し、平成２４年度までに、４０件、約１，０９２万円を補助するな

どの対策を講じています。 

これまで講じてきたさまざまな対策の費用対効果について、どのように検証されている

のか伺います。 
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次に、平成２６年度を初年度とする第６期まちづくり基本計画では、省エネや再生可能

エネルギーの利用を全村的な広がりとするための支援や実践活動、啓発に取組むと位置づ

けしています。 

地球温暖化の防止、省エネルギー対策や新エネルギーの利用促進は、村民、事業所、行

政などが連携しながら、地道に取組むべき課題と考えることから、基本計画に基づく今後

の施策展開について、村長の考えを伺います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

（田村光義村長登壇） 

○○○○村長村長村長村長（（（（田村光義田村光義田村光義田村光義君）君）君）君） 今後の省エネルギー対策についてでありますが、平成９年の地球

温暖化防止京都会議において採択された京都議定書に基づき、国では平成１７年に京都議

定書目標達成計画が定められ、本村では平成２１年に地球温暖化対策実行計画を策定し、

村が率先して取組みを進め、自ら排出する温室効果ガスの削減を図るとともに、村民や地

域及び事業者の意識の高揚を図り、太陽光発電などの代替エネルギーの活用、緑化の推進

など全村的なＰＲに努め、地球温暖化対策を積極的に推進することとしました。 

この計画に基づき、街路灯の省エネ化、公共施設照明のＬＥＤ化、住宅用太陽光発電シ

ステム導入費補助、低燃費車の導入、節電、コピー用紙やファイルの再利用、資源ごみの

リサイクル、ノー残業デーの設定、クールビズ、ウォームビズの推進などの対策を実施し

てきました。 

費用対効果の検証は行っていませんが、毎年度公共施設と車両の温室ガス排出状況を調

査し、公表しております。 

平成２４年度実績では、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボ

ン合わせて、平成１９年度比で６６８トン、１４．５パーセント削減しており、森林に換

算すると約１００ヘクタールの炭素吸収量に相当します。 

費用対効果が低い場合にあっても地球温暖化を防止するため、自治体として自らが率先

する姿勢が必要と考えます。 

次に、今後の施策展開ですが、現在、地球温暖化対策実行計画を見直し、平成２６年度

から３０年度までの第２次計画の策定作業をスタートしています。 

具体的な計画内容の検討はこれからですが、温室効果ガス排出量の削減目標を掲げ、そ

の達成のため、街路灯の省エネ灯具への取替えや事務所等の照明や電気製品の節電、暖房

の適正な温度管理により電気や燃料使用量を削減するなどの省エネルギーの取組み、紙類

などの資源の有効活用、リサイクルの推進、グリーン購入法に基づく環境にやさしい製品

の利用促進、環境負荷を可能な限り抑制する施設の整備、再生可能エネルギーの普及促進、

村有林の適正な管理などに取組む必要があると考えております。 

また、村民や事業所に対しては、啓発や誘導施策を講じていきたいと考えています。 

具体的には、広報等を通じた省エネ、リサイクルの推進、自転車の利用促進の呼びかけ、

国と歩調を合わせた住宅用太陽光発電設置支援、民間ソーラー発電所設置用地の紹介など、

全村的な取組みとなるよう対策を強化してまいります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） よろしいですか。 

再質問ですね。 

７番北嶋議員。 

○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君） 村として地球温暖化を防止するために率先する姿勢を持つことが

重要だと思います。 
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 費用対効果の検証がされていないのは残念な思いをするが、もちろん、費用対効果だけ

が全てとは考えておりません。 

 省エネルギー対策は、行政として率先することが重要だが、温暖化対策の効果を高める

ため、さまざまな取組みを展開するためには、村民、事業者などの協力が必要であり、広

報やホームページで情報提供することが大切だと思います。 

 例えば、太陽光システムの助成が４０件あるが、設置後の節電意識の変化や売電状況な

ど。 

 やはり見えるものとして数値で示せるものは示すなど、わかりやすい方法を工夫しなが

ら、村民の意識を喚起すべきと考えますがいかがでしょうか。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 全くご意見の通りだというふうに思いますし、率先して、先ほど、

１回目、答弁させていただいたように、村としてできることの情報発信することによって、

まず関心を持っていただくという段階が、一応、これで一括り終了ということではないで

すけども、効果を点検しながら、これが広がっていかなければ、全体の温暖化対策になら

ないということは十分承知をしておりますので、今、ご意見のとおり、先ほどもＰＲの方

法等ありましたし、場合によっては、そういったことを促進させるための施策も考えなけ

ればならない部分、あるのかなというふうな思いの中で、次の２６年から３０年までの計

画については、そういったご意見も参考にしながら考えていきたいと、こういうふうに思

います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ７番北嶋議員。 

○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君） それから、省エネルギーに対しての設備の投資がなくても、家庭

や事業所で容易に取組める対策もあると思います。 

 答弁では、行政としてはさまざまな取組みがされているが、村内の家庭や事業所などに

対する啓発はどの程度浸透しているのか。 

 村内の取組み状況などを調査しているのか伺います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 高桑総務課長。 

○○○○総務課長総務課長総務課長総務課長（（（（高桑浩高桑浩高桑浩高桑浩君）君）君）君） 現在まで村内、村民ですとか、事業所での取組みの状況を調査

したことはございません。 

 広報で、この間、平成２１年度以降、３回ほど地球温暖化防止あるいは太陽光発電に関

して取り上げておりますけれども、未だ啓発に止まっておりまして、調査にまでは至って

おりません。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ７番北嶋議員。 

○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君） ぜひ、もうちょっと突っ込んでというか、調査してほしいものだ

と思います。 

 それから、今後の政策では、村民、事業所対策にして広報などで呼び掛けているが、ご

みの排出抑制や資源のリサイクル、古紙の回収など、家庭や事業所で地味に着実に取組め

るものがあり、そうした協力による効果は大きなものがあります。 

 村民の意識を高める意味で、地元に建設されているソーラー発電所の運転状況や村内事

業所の先駆的取組みなども紹介しながら、より身近な問題として話題を提起していくこと

で取組みの広がりがつながると思うが、考えを聞きたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） これの前に、今、いわゆる調査の話ございました。 
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 今、そういうものを踏まえて、そういう先進的な取組みもということなので、ぜひ調査

をしながら、その中でそういった実態も少し、どれぐらい普及されているのかということ

を含めて、やっぱり次の手立てというのを考えるべきだなというふうに、ご意見、今伺っ

ておりましたので。 

 全部かどうかは別として、抽出も含めて、この省エネに対する事業所の取組み、団体等

もあるのかもしれませんけども、そういったことを踏まえて、今、お話のあったような、

これはぜひＰＲして住民の方に知っていただく。 

 そのことが、また波及効果を及ぶというような事例があれば、積極的にＰＲについては

努めていきたいと、こういうふうに思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ７番北嶋議員。 

○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君）○７番（北嶋信昭君） これも同じく前向きにお願いします。 

 最後ですが、現在見直し作業をしている次の温暖化計画では、村民、事業所、行政が連

携し、家庭や村内事業所、行政が一体となって取組みが推進できるよう省エネ分野におい

ても情報共有と協働体制を構築し、省エネルギー対策のさらなる取組みを進めていただき

たいと思いますが、いかがなものでしょうか。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） ご意見の通り、そういった形での次のラウンド、展開をさせてい

きたいというふうに思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） これで７番北嶋議員の一般質問は終わります。 

 次に、３番知本議員。 

○○○○３番３番３番３番（（（（知本正幸知本正幸知本正幸知本正幸君）君）君）君） 指名がありましたので、私のほうから１点だけ質問をさせていた

だきます。 

旧中札内保育所跡地の土地利用についてということで、今年１０月、中札内保育所が移

転改築されました。その跡地の建物、土地の利用について、当面の管理及び基本的な考え

方について伺います。 

今年９月定例会での一般質問の中で明らかにされたわけですが、旧中札内保育所跡地の

利用構想として、福祉サイドの視点で交流施設との併用で室内ゲートボール場の設置を検

討したが、老人クラブ等と意見交換をした結果、この構想は断念した。 

今後社会体育施設としての検討を進め、２９年度に実施設計をしたい旨の理事者答弁が

ありました。 

私は、社会体育施設としての室内ゲートボール場設置について異論を唱えるものではあ

りませんが、設置場所が旧中札内保育所跡地ありきで進んでいるようにも聞こえました。 

旧中札内保育所跡地が適地なのか、設置の目的が大きく変わる中で、跡地の土地利用に

ついて村全体の土地利用計画上いかがなものかと思うものです。 

市街地の中心部でもあり、例えば、近い将来の役場建設候補地としてどうなのか、大き

な地震で最初に壊れるのは災害対策の拠点となる役場でないのかと言われている中で、役

場庁舎改築は大きな課題でもあります。 

それらの課題と並行して住民の声を聞きながら、多面的な角度から旧中札内保育所跡地

の土地利用について検討すべきと考えますが、役場庁舎の今後の考え方と併せて村長の考

え方を伺います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

(田村光義村長登壇) 
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○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 旧中札内保育所跡地の土地利用についてでありますが、９月定例

会での一般質問に対する教育長の答弁で、現ゲートボール施設の老朽化や保育所跡地の利

用構想として、福祉サイドの視点から、老人クラブが主体的に運営に関わる交流施設とし

ての併設利用を検討してまいりましたが、結果としてこの構想は断念し、再度社会体育施

設としての検討を進め、現時点では、ゲートボール専用施設ではなく、多目的施設として

整備することが望ましいとの考え方を示しています。 

この社会体育施設を整備する場所として、旧中札内保育所跡地を利用するとしたもので

はありません。 

跡地利用については現時点では白紙であり、公売も考えておらず、市街中心部でインタ

ー線沿いの条件の良い土地であることから、土地利用についてはさまざまな視点で検討を

要する課題であると考えております。 

役場庁舎改築についてですが、現庁舎は昭和４３年１０月建設で、現在築４５年になり

ますが、昭和５６年に施行された現行の耐震基準を満たしておらず、平成２０年に実施し

た耐震診断の結果、耐震性能は不良で、特に梁間方向の１階の構造耐震指標は基準を大き

く下回り、大地震での倒壊・崩壊の危険性が高いと判断されており、災害時の拠点施設と

しては不適格な建物であり、この対策は大きな課題となっています。 

このため、８月から関係課長等により耐震化の手法等について調査検討を行っており、

中札内保育所跡地に移転改築する方法も選択肢の一つとしています。 

今後の公共施設の整備では、中学校の大規模改修、社会体育施設の整備のほか、学校や

その他の公共施設の改修、道路整備や橋梁長寿命化など、社会基盤となる施設の整備を優

先し、役場庁舎については課題として耐震化の手法を検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） それでは、再質問をいたします。 

 ちょっと私の質問の仕方が悪かったのか、当面の管理について、最初に触れたいと思い

ます。答弁でちょっと触れていませんので。 

 あの建物、旧保育所の建物。かなり老朽化していると聞いていますし、雨漏りとかかな

り古い状況であります。 

 防犯上もあのままにしておくわけにもいかないとは思います。内部で、どのような検討

が今なされているのか。 

 グラウンド一体も含めて、あそこ、市街地の中心部で非常に環境のいい場所です。そこ

ら辺、当面の目的決まるまでどのように考えているのか。 

 そこら辺について、まず伺います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 高桑総務課長。 

○○○○総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君） 村長が、先ほど答弁させていただいた内容の後の内部での検討

の状況としまして、役場庁舎の耐震化については、耐震化の手法、改築あるいは現庁舎の

耐震工事という手法などの選択肢の、それぞれメリット、デメリットの検討を行ってきま

した。 

 もう一つ、保育所の跡地のことにつきましては、基本的には老朽化した建物ということ

で、新しい保育所が完成したことから、基本的な考え方としては、建物を解体撤去して更

地にすることが基本的な考え方であります。これをいつやるかというのはまだ決定をして

おりません。 
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 その他、役場として資材を入れたいということも考えましたけれども、そこまで必要が

ないというようなことで、現地調査もしながら、そんなような結論を得ております。 

 それ以外に、例えば、民間の方が活用したいというようなことがあれば、その時点でま

た検討したいなと思っておりますけれども、当面は、いつかの時点では撤去するというこ

と。それまでは、村として適正な保安管理をしていくということ。 

 周辺の環境の整備も含めてですね。そんな考え方でおります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村村村村長（田村光義君）長（田村光義君）長（田村光義君）長（田村光義君） 今、それぐらいの柔らかい状態なものですから。 

 やはり、老朽化した建物をいつまでもということ。あの状態なり、ある程度手を入れて

使うという結論がないとすれば、できるだけ早くそういったことも必要かなということも

含めて、今、課長のほうで内部検討しているということの答弁の通りなのですけども、た

またま国のほうの制度の中で、今、そういった古くなった公共施設の解体についても制度

化といいましょうか、起債等ができるやの情報もあるものですから、そういったタイミン

グもありますので、いつまでも結論を先延ばしにするということではなくて、そういった

ことの情報も含めたり、第一はあの状態でどうするかということが、まず結論付けていく

ことなのですけども、そういったことで、そう時間をかけないで、方向性については決め

ていきたいと、こういうふうに思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） 住宅地で市街地の真ん中、場所が場所なので、いつまでもあのま

まにしておけないし、建物も保安上とか、景観上とか、できるだけ早期に撤去、解体する

なり、グラウンドについても、恐らく雑草すぐ生えてくると思うのですよね。 

 管理は当然するのでしょうけども、やはりきちっとした芝生にするとか、解体した後も、

ああいう場所なので、児童館もあったり子どもの遊び場所にもなるのでしょうから、でき

るだけ早く解体して、あそこら辺の環境整備を図って、当面の間でも開放するというのが

いいのかなと、ちょっと個人的に思っていますので。 

 村長言われるように、そういう有利な制度があるのであれば、そういう制度を使って、

できるだけ早く整備をしていただきたいなというふうに思います。 

 次に、ゲートボール場の関係です。 

 福祉の目的から社会体育施設で検討を進めるということで、今度はそうなると、多目的

ということで、教育委員会が所管になるのでしょうかね。 

 ９月の同僚議員の一般質問の中で、村長の答弁として、まずは老人クラブ等との話し合

い。これを早急に持った中で、その後、ゲートボール協会との話し合いになるのかなとい

う、そんな答弁がされております。 

 その後、老人クラブ等連合会でしょうか、そこら辺との話し合いどうなったのか。協会

との話し合い。あるいは、社会体育施設だとすれば、教育委員会の体育団体あるいは教育

委員関係団体ですか。そこら辺との話し合いというかな。 

 そこら辺、どの程度、今なっているのか伺いたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 老人クラブ連合会とは、もう一度話し合いを持たさせていただい

て、今、進展はないということで報告は受けていますし、実は、体育施設としての、いわ

ゆる来年からの計画の中で、柔らかいものですから、今、それのもう少し実施についての、

制度を上げてから話し合うべきというふうに思っておりますので。 
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 教育委員会のほうでは、まだ具体的にゲートボール協会あるいは関係機関とはまだやっ

ていないというこういう状況ですから、早急に一つひとつ詰めながら、総体の枠組みが決

まらないと、また、それ以前にやるべきことも決まっていかないということもあるもので

すから。 

 来年からそういう関係ある予算の部分も場合によっては出てくるかもしれませんので、

早急にやりたいというふうに、今現在考えております。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） ちょっと 1 点確認したいのですけども、着工までのスケジュール

ですね。 

 先般のやり取りでは、２９年度実施設計というふうに村長答弁されていたと思います。 

 資料としていただいたまちづくりの計画書、実施計画ですね。その中では、２８年度実

施計画、２９年度着工と、工事ということで実施計画ではなっているかと思います。 

 当然、実施計画ですから、毎年見直しされたり変わっていくのでしょうけども、現時点

での考え方について、どのように考えているのか伺いたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 決定をしたということでなく、お聞きをいただきたいのですが、

いかにいろんな要望を、議会の中でも早期に設置の要望のご意見もございましたし、その

手法としてどういうものがあるかということが、先ほどの論議の以降、いわゆる体育施設

の中に組み込んで全体の検討もされているものですから。 

 であれば、いわゆる全てが新築かどうかということも含めて、できればそういった要望

に早く応える方法として、前倒しをしたいということで、今１年、実施については早めら

れるのではないかということで、実施計画のところには今埋め込んでいます。 

 そのことは、言い出すとすごくいっぱいあるのですけども、いわゆるプール関連で財政

的にそういった財源が見つかっただとか、あるいは、そうしたことで、では後をどうする

かだとかという一連の年度の終わり、あるいは施設の有効活用、そういうことの中から、

現段階では、一応、２８年にやっていこうという考え方でいるということだけ。 

 教育委員会のほうの考え方も少しあるものですから、あまり決定的なことには、教育委

員会のほうの手順もあるものですから、そういう思いで今載せているということだけお答

えさせていただきたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） わかりました。 

 ２８年度というと、２７年度実施計画、その前には基本計画って出てくるのでしょうか

ら。 

 あまり時間もないと思うのですよね。 

 これから、体育団体とか、教育団体との話し合いというのが入ってくると思いますし、

多額の経費もかかると思いますし、議会としてもそういう面では調査活動もしていかなけ

ればならないと思うのですけれども。 

 一定の方向性が固まった、固まりつつある段階でやはり議会のほうにも話、早めに欲し

いなというふうに思いますけども、そこら辺の全体的なスケジュールというのかな。 

 そこら辺、ぼんやりしたものでもいいのですけども、持っているのであればお答えして

いただきたいなと思いますけど。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 火山副村長。 
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○○○○副村長副村長副村長副村長（（（（火山敏光火山敏光火山敏光火山敏光君）君）君）君） ぼんやりとしたイメージでご説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 村長、前段、少し触れさせていただきましたように、今、こういう時代でございますの

で、何かをやるとしても、議員お尋ねのように、きちっと財源確保をある程度考えながら

やっていくことが大切かなというふうに思って、いろんな制度の動きを調べております。 

 そういった中で、実はプールについては、当初、そういった制度についてはほとんど予

測がされなかったのですが、最近の動きの中では、学校関係という方向性であれば、少し

有利な財源が確保できそうな状態が見えております。 

 そういったものを、まず、プール、非常に概算でも大きな金額かかりますので、そうい

ったものがうまく進んでいけば、次の施設の有効利用ということで、具体的な年度で申し

ますと、２６年から、そういった制度動き出しますので、早ければ２７年度ぐらいから本

格的に動いていくということになれば、今申し上げているような、プール、これが２７年、

仮に補助の動きが確定的になれば、２７年度ぐらいにやれれば、それによって、順次、プ

ールも有効利用の方法を考えていくということになっていくのかなと思うのですが、いか

んせん、まだ制度の状態がはっきりと把握できておりませんし、その財源確保の見込みも

十分に立っておりませんので、その辺には最善を尽くしながら、おっしゃるように、一定

の整理ができれば、議会のほうにもそういった全体の流れとしてご説明をさせていただき

たいというふうに思っております。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） わかりました。 

 今の旧保育所の跡地の利用ですね。先ほど答弁いただきましたけども、特に今は決まっ

ていないと。検討していくということでありますけども、村全体の土地利用計画ですね。 

 まちづくりの特別委員会のときも私申し上げましたけども、土地利用計画書を策定して、

十数年見直しもされていないのかなと思っていますけども、やはりこういったまちづくり

をしていく中では、やっぱり土地利用の計画書というかな、これが一番大切になってくる

のかなという、一つの指針として。そのためにも一番大切になってくるかなというふうに

思っています。 

 土地の売却、あるいは購入、遊休地の処分とか、いろいろ出てくる中でも、やっぱりそ

ういった計画に基づいていかなければ、やっぱりちゃらんぽらんな土地利用になっていく

可能性もあるので、そこら辺、早急に見直すなり策定するなり必要あるのかなというふう

に思っていますけど、そこら辺どのように捉えているのか伺いたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 火山副村長。 

○○○○副村長（火山敏光副村長（火山敏光副村長（火山敏光副村長（火山敏光君）君）君）君） おっしゃる通り、今の土地利用の基本は平成７年に整理をして

おりますので、随分時間が経っております。 

 それ以降、宅地の配置も変わっておりますので、ご意見の通り、早急に今後の土地利用

の方向については見直し着手をしていきたいというふうに思っています。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） わかりました。 

 今回、私も例えばの例をとって、役場庁舎どうかということで質問をしましたけども、

やはり土地利用計画に基づいて、全体的な調整を図りながら、やっぱりあの場所をどうし

ていくのかというのを検討すべきかなというふうに思ったものですから、質問をさせてい

ただきました。 
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 そこで、役場庁舎の件です。 

 答弁書では、課長レベルで検討をしだしたということですけども、課長レベルってどう

いうことなのか。庁議の中で話がされた程度なのか。あるいは、検討チーム、プロジェク

トチームというか、きちっとした形で立ち上げて検討に入ったのか。そこら辺、どの程度

の取組みをされているのか。 

 それについて伺いたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 高桑総務課長。 

○○○○総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君） ８月に１回目の役場庁舎耐震化に係る関係課長会議というのを

開きまして、保育所跡地利用ということではなく、役場庁舎の防災拠点ともなる建物をど

うしたらいいかという視点で検討を始めました。 

 １１月に２回目の会議を開きまして、一定の考え方、メリット、デメリットを、メリッ

ト、デメリットと言いましても、正確に耐震改修あるいは改築に係る経費を正式に積算し

たものではなくて、経費については概算といいますか、ほぼ掴みのことですけれども、位

置ですとか、それからおよその推定される費用、それから機能なども総合的に検討をして、

村長に対して報告をしております。 

 この中では、現有施設の改修、それから、改善センターの増改築、それから、現在地に

おいて新たに改築する、あるいは別な場所で移転改築するという大きく四つのそれぞれの

メリット、デメリットを比較して、どれがいいかという結論までは見出しておりません。 

 これについては、今後、財源等も含めて検討すべきということで、そこまでの調査検討

を行ったということであります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和（髙橋和（髙橋和（髙橋和雄君）雄君）雄君）雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） 村長に報告書が出ているということなので、それを踏まえて、村

長どのようにこれから当面庁舎に対する考え方、報告受けた、その後どうするかという面

では、外部にそういう報告書が公表されてくるのか。あるいは、もっと住民の人も入った

中で、さらにその検討チームを広げていくのか。 

 そこら辺の基本的な考え方、どのように今後のその報告に対する取り扱い。 

 そこら辺について、村長のお考え、伺いたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 報告を受けた状況で、今、特にご質問あったのですけども、決め

かねているというか、大変大きな、どの方法とっても、多少差はあるとはいえ大きな財政

支出ということありますし、とはいえ、いわゆる災害になったときの拠点だということも

考えながら、本当に災害時は隣の施設は耐震、そのときはもってくれるだろうと、そうい

うような実際の災害のときにはそういうことを頭に置きながら、今まで結論出してきてお

りませんし、今後のいわゆるそういった財源がどうやって確保できるのか、いつごろなの

かというのは、これは相当熟慮をして、外にご意見伺うときには、ある程度どの選択かと

いうことも思いを持ちながらでないと、やはりこれだけ、先ほどもちょっと言わせていた

だきましたけど、ちょうどインフラが再整備というのでしょうか、ということで、順番待

っているような状況、耐震も含めてある中で庁舎の順位ということになると、相当慎重に、

このことは皆さんに具体的になるということの提案はすべきとこう思っていますので、も

うしばらく、この判断については今の４年の中では頭出しもしておりませんので、だから

いいという意味ではなくて、次のところぐらいまでにどういった形が本当にいいのかとい

うことが、いろんな情報含めてやっていくことしか、今現段階では考えておりません。 
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○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） そうですね。 

 前期のまちづくり計画書の中でも全く触れていませんし、当然後期には触れてくるのだ

ろうなというふうには踏まえていますけども、そういう面ではちょっと遅れているという

か、もうちょっとスピードアップして内部の検討を進めるべきでないのかなというそんな

気がしております。 

 話はちょっと変わりますけども、役場の庁舎、特に、今回の東日本の大震災、あれが起

きてから、防災の拠点となる役場の庁舎のあり方、これは全国的にもいろいろ導入されて

おりますし、十勝管内もそういう動きもあります。ちなみに、中札内の役場４５年という

ことですね。 

 ちょっと調べてみました。 

 一番古いのは中札内で、その後、新得が４３年、芽室が４１年、あと、大樹、幕別と、

幕別は４０年ですか。 

 芽室は基本計画もうできて、基金も条例も可決したのかな、できたと。幕別は来年から

着工と。 

 やはり一番のあれをみると、防災の拠点という位置づけの中で、当初より早めに取組み

を進め出したというようなことがネットの中でちょっと出ていました。 

 ちょっと参考に見ていたわけですけども。 

 他町村の動きはどうでもいいのですけども、うちの庁舎、本当に、この答弁の通り、老

朽化して、いつ壊れるかわからない状況だということですけども、この答弁の中で、ちょ

っと私と違う、答弁書では平成２０年に耐震診断をしたということですけど、平成２０年

に、確か耐震化計画を立てて、村長も何かの機会に公共施設を優先するので、役場につい

ては先送りしているというそんなような答弁、何かのときにしたと思うのですけども。そ

こら辺、耐震の診断を本当にしたのか。 

 ちょっとそこら辺、私と認識違うものですから、そこら辺について答弁願いたいと思い

ます。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 高桑総務課長。 

○○○○総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君） まず、耐震改修促進計画というのを、平成１９年度、平成２０

年の３月に策定をしまして、この中で、特定建築物として、村有では役場庁舎、保健セン

ター、村民体育館、公民館、この四つについて耐震診断が必要ということでしたので、そ

の診断を平成２０年度に、この４施設行っております。 

 役場庁舎についても、診断の結果、先ほど村長の１回目の答弁にあったような結果が、

診断の結果出ておりまして、その後、いつ耐震化の工事をやるかというのは、総合計画上

の位置づけはまだないというのが現状であります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） では、私もちょっと勘違いしていたのかな。 

 公共施設の耐震化工事を先送りしているという、そんなことだったのかなと思います。 

 わかりました。 

 いずれにしても、かなり老朽化して、大きな地震で崩壊するということで答弁書も書い

てありますけど、具体的に、例えば、震度６強とか７で危ないとか、そういう診断の結果

というか、内容かな、もしそこら辺あれば参考に聞かせてほしいと思います。 

 今回、村長も行政懇談会の中で、防災関係をメインに懇談会をやっていくというような
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こともちょっと聞いていますけども、それらの役場の状況というのかな、こういう状況に

あって、今後、役場庁舎の改修、あるいは耐震化かな、そこら辺の課題をやっぱり住民に

きちっと投げかけて一緒に考えていく、協働のまちづくりという面で。そういうことも一

番大切でないのかなというそんな気がしております。 

 そこら辺について、村長どのように考えているのかお聞きしたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 高桑総務課長。 

○○○○総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君） 診断の結果ですけれども、具体的に震度いくら以上になれば、

倒壊するというところまでは言及されておりません。 

 これは、実際になってみないとわからないということがあると思います。 

 構造耐震指標というこの数値をもって、それを上回っていれば安全、下回っていれば倒

壊あるいは被害を受ける危険性がある、というような判断しかなくて、役場庁舎について

は、各階、１階２階とも耐震性能は不良で、大地震での倒壊崩壊の危険性が高いと思われ

るという結果になっております。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 確かにそうかなというふうに、どうしても庁舎だったものですか

ら、なかなか、特にほかの施設から見ると、なかなか住民の方の利用の、そのものの見方

なのですけども、防災だけでご意見をというふうなことはなかなか難しいのかなって密か

に思っていたのですけど。今言うように、内部検討した、工法も含めて、ちょっと広がっ

て、防災だけで耐震をやるということの提案であればあれでしょうけど。 

この際、いろんな機能も含めて、全体が耐震ばかりでなくて、必要な分も出てきている

ということでどうしても大きくなるものですから、その辺を率直に、防災の話のときに、

庁舎ということも含めて、いろんな話を聞くことは、本当に必要なことかなというふうに、

今ご意見いただいて思っておりますので。 

その方法については、どの程度のものが、やはり資料としてこういう状況ですよという

ようなことを示しながら、お話するのがいいかなというふうに思いますので、内部検討し

た資料の中から抜粋して、こういう状況にあるということをお知らせすることを絡めて、

ちょっと考えてみたいなというふうに思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ３番知本議員。 

○○○○３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君）３番（知本正幸君） 大きな地震で倒壊するということですので、そうなった場合、改

善センターが災害対策の本部、移るということになるかと思います。 

 ただ、役場、もし潰れた場合、やはりコンピュータ機器、それらの情報びっしり詰まっ

たやつが、恐らく機能しなくなるということが一番危惧されるわけですね。 

 そうなると、本当に災害対策本部の機能を発揮されるのかというと、かなりどうなのか

なという非常に心配があります。 

 そういう面でも、できるだけ早く庁舎の関係ですね、結論を出して取組みを進めてほし

いなと思います。 

 前にもちょっと、予算のときかな、ちょっと申し上げましたけども、役場、かなり事務

所が分散していますよね。 

 住民の方にも、行政サービスという面では不便をかけているのかなと思います。 

 ただ、各課がそれぞれ施設管理しているので、効率化というかな、予算の面ではプラス

の面もあるのですけども、全体的には、やっぱり行政サービス効率化という、効率的な行

政を進める上で、やっぱりちょっとまずいのでないかなというふうに思います。 
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 そういう面もありますし、できるだけスピードアップした中で、庁舎の問題、取組みを

進めてほしいものだなというふうに思っています。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 意見ということでお聞きしておきたいなというふうに思います。 

 これで３番知本議員の一般質問を終わります。 

 １５分まで暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１５分 

 

○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君）○議長（髙橋和雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きたいと思います。 

 一般質問の続きを行います。 

 次に、４番笠松議員。 

○○○○４番４番４番４番（（（（笠松直笠松直笠松直笠松直君）君）君）君） 村職員における嘱託職員の適当な割合について。 

村条例では、村正職員は９１名と定められています。 

平成２５年４月１日付け、村発行による中札内村役場機構図によると、消防職員を除く、

村職員の総数は１０２名、うち嘱託職員は１９名で、正職員数は８３名となっています。 

嘱託職員の割合は１８．６パーセントで、正職員数では８名の余裕を残していることに

なります。 

もとより職員の採用は村長の人事権の裁量の範囲でありますが、本村は平成２６年４月

から第６期まちづくり計画がスタートし、村長自ら、審査特別委員会での補足説明におい

て、住民ニーズの把握及び情報の共有などの主要課題を３点と、本計画の基本理念として、

魅力あふれるまちづくりなど２点を述べられるなど、本計画に対する並々ならぬ意気込み

を感じたところです。 

新しいワインには新しい革袋との例えもあります。 

これを機会に人事構成などについて、今一度立ち止まって考える必要があるのではない

でしょうか。 

村の人事構想の基本的な考えについてお尋ねします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

（田村光義村長登壇） 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 村職員における嘱託職員の適当な割合についてでありますが、平

成２５年４月１日現在の職員数は、特別職３人及び北海道と土地改良事業団体連合会から

の派遣職員各１人を除き、社会福祉協議会職員１人及び育児休業職員２人を含めた正職員

が７６人、定数外臨時職員いわゆる準職員が３人、育児休業代替２人を含めた嘱託職員２

０人の合計９９人で、特別職を含めると、ご質問の１０２人となっています。 

村は、平成８年度に第１次定員管理計画を策定して以降、現在の第５次計画に至るまで、

業務の民間委託、機構改革やグループ制の導入による組織機構の見直し、ＯＡ機器の導入、

事務事業の見直し等により職員数の削減に取組み、平成９年の９１人をピークに削減に取

組んできました。 

しかし、高齢化に伴い介護支援専門員や保健師の増員が必要となり、福祉や保健部門の

増加をその他の部門の削減によって、総職員数の増加を抑制し、簡素で効率的な行政組織

の構築に努めてまいりました。 
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総務省では、町村を人口と産業構造により１５類型に分類し、定員管理の診断を行って

いますが、公営企業等会計職員を除く、本村の職員数は総務省の定義により６８人となっ

ており、類似団体の７７人と比較して９人、１３．２パーセント少なくなっています。 

職員定数条例は平成１０年に議会、農業委員会、教育委員会の各事務部局の定数を合わ

せて７人削減し、現行の９１人としています。 

４月１日現在の職員数は７６人で、６部局合わせた定数との差は１５人となっています。 

一方、定員管理計画では、正職員に準職員を加えて職員数の数値目標を設定しています

が、平成２５年４月１日現在の職員数は７９人で、目標の７８人を１人超過しています。 

嘱託職員は、特にその半数を占める保育士にあっては、近年の入園児童の増加と、発達

が気にかかる児童が増加傾向にあることから増加しています。 

嘱託職員は臨時的な業務にあたる職員の確保を基本に雇用していますが、一部の業務で

は恒常的になっている部署があるのも事実であります。 

今後、その配置については十分検討し、保育園にあっては入園児童数の変動や保育ニー

ズ、児童の健全育成の視点から、さらに必要な人員については、嘱託保育士の確保により

対応していきたいと考えています。 

第６期まちづくり計画に基づく各施策、事業の実施にあたっては、国の制度改正等に伴

うものや、保育園入園児童の増加に伴う増員はやむを得ないとして、基本的には政策評価

により毎年度事務事業の見直しと効率化を図りながら、少数精鋭の現状の職員数で推進し

ていく考えであります。 

なお、平成２６年度から退職共済年金の報酬比例部分の支給年齢が段階的に引き上げに

なることから、現在再任用制度を運用することを検討中でありますので、知識と経験を有

する再任用職員の任用により、事務事業の増減に柔軟に対応できる部分もあるかと考えて

います。 

最小限の職員数であることにより職員に相当な負担をかけていると感じていますが、心

身の健康の保持に意を配しながら、健全財政を維持し、各施策を推進していくためには、

総人件費の抑制は不可欠であるものと考えております。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ４番笠松議員。 

○○○○４番（笠松直君）４番（笠松直君）４番（笠松直君）４番（笠松直君） 質問の冒頭申し上げましたように、これは村長の人事権にかかわる

ことですので、あまり細かい話を申し上げるつもりはありません。 

 たまたま、第６期のまちづくり計画が進むにあたって、もし見直す分野があるとすれば、

この時期をおいてほかにはないのではないかということで、あえて言及させていただきま

した。 

 それで、僕が聞きたかったのは、職員の全体と嘱託職員の割合が適正なのかどうかとい

うことだったのですが、ここにもありますように、嘱託職員というのはあくまでも臨時で

あって、これが恒常することは基本的には好ましくないというふうに考えておられると理

解していいのかどうか。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 率がどの辺かということからのちょっと評価はしていませんので、

申し訳ありませんけども、あくまで、先ほども基本的な考え方を申し上げましたけども、

恒常的にこの嘱託職員がいるという部分については、何らかの解決は必要だというふうに、

常に思っておりますし、かといってゼロになるかというと、やはり一時的にそういった業

務、あるいは、何といいましょうか、期間的なことも含めて必要なことは、ある程度場合
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があるということも認識しながら、できるだけ正職員でやるべきところが嘱託職員に頼っ

て、恒常的に増えていくということについては、そういった考え方で置いているものでな

いということだけ申し上げたいというふうに思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ４番笠松議員。 

○○○○４番（笠松直君）４番（笠松直君）４番（笠松直君）４番（笠松直君） それで、多少勉強したつもりだったのですが、不勉強でした。 

 総務省に定員の定義みたいなものがあるのですね。 

 ここに、総務省の定義によると６８名となっております。 

 ここに出てくる６８名というのは、中札内村の９１名と同じ数字だと思っていいですか。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 高桑総務課長。 

○○○○総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君） 総務省で調査をしている定員管理の中に、普通会計と特別会計、

大きく、中札内村でいえば、上下水道の会計ですとか、特別会計の職員は除いた上で比較

して判断するということになります。 

 なぜ除くかと申し上げますと、普通会計のほうは全国どこの市町村でもほとんどの同じ

業務をやっているということで、ここで比較することが増減の比較がしやすいということ

です。 

 公営企業については、あるところはもっと多くの会計がありますし、中札内村のように

シンプルな上下水道しかないところもありますので、これを全部含めて比較するというの

は、正しい比較ができないということから、普通会計の職員数が同じような産業構造、あ

るいは人口の規模の町村と比較して、多いのか少ないのかというのが一つの目安になると

いうことで、そういうような総務省としての調査をし、その結果を公表しているというこ

とでありまして、９１人の職員定数とは全く考え方が違うということであります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ４番笠松議員。 

○○○○４番（笠松直君）４番（笠松直君）４番（笠松直君）４番（笠松直君） そうしますと、９１名の中で、総務省が言う６８名というのは、何

名ぐらいになるのかというのは数値は出るものですか。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 高桑総務課長。 

○○○○総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君）総務課長（高桑浩君） ９１人というのは正職員の数であるということをまず申し上げ

たいと思います。 

 嘱託職員については、９１人のほかに雇用できるということであります。 

 例えば、正職員が９１人で、満度に達したときであっても、嘱託職員は雇用できるとい

うことが一つ前置きしておきたいと思います。 

 その９１人のうち、総務省で、いわゆる企業会計ですね。先ほど申し上げました、水道

ですとか、下水道の職員について、９１人中何人ということは定められておりませんで、

それらも含めて、村長部局では、すべての部局含めて９１人ということであります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ４番笠松議員。 

○○○○４番（笠松直君）４番（笠松直君）４番（笠松直君）４番（笠松直君） 大変難しいということはわかりました。 

 これから、第６期のまちづくり計画が始まります。 

 いろいろな施策が盛り込まれているのですが、嘱託の方の中には、これはやっぱり正職

員で担ってもらうべきではないかなと思うものもいくつかあるものですから、この際、新

しい村づくりという観点に立って、見直すべきではないかというふうに考えます。 

 人事というのはいろんなものがありますので、一つの声だけで解決がつく問題ではあり

ませんけれども、せっかく新しい村づくりが出発するのですから、少しその辺も考えても

らいたいというふうに思って、この質問をしました。 
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 大変難しい問題だということはわかりましたので、終わります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 答弁はよろしいですか。 

 これで４番笠松議員の一般質問を終わります。 

 次に、６番男澤議員の一般質問を行います。 

 男澤議員。 

○○○○６番６番６番６番（（（（男澤秋子男澤秋子男澤秋子男澤秋子君）君）君）君） それでは質問させていただきます。 

花づくり推進についてです。 

本村は、花と緑とアートのまちとして位置づけ、その事業を推進しています。 

これらの事業は本村の大切な財産となっていると思っています。 

そこで、花づくり推進について伺います。 

花のまちなかさつないには長い歴史があります。 

昭和５０年ごろから花いっぱい運動の展開が始まり、北海道の生活環境モデル育成事業

の指定、全国花いっぱいコンクールで内閣総理大臣賞を受賞するなど、輝かしい実績を残

して事業を推進しています。 

しかし、花の苗生産者の高齢化や会員構成の変化により、特に花の苗づくりの継続が困

難な状況になりつつあります。 

現在、花の苗の生産は村内公共施設、一部企業の花壇などに植栽される花の苗約２万３，

０００本をすべて花づくり会員の５人によって種子の発芽を行い、そのうち約１万７，０

００本は小さな苗を植栽ができるまで、のぞみ園が育苗しています。 

残り約６，０００本は会員が生産しています。 

村は、村で花づくりをするという方向性を変えずに活動を続けていくために、花にかか

わる講習会等を開催して、会員の拡大を行ってきました。 

また、平成２３年度から地域おこし協力隊制度を利用して、花づくり推進員を育成して

きましたが、今年度でこの事業が終了します。 

２６年度から推進員が中心となり、花事業が進められると期待していましたが、そのこ

とができない状況にあると聞いています。 

花づくり会員は、残念に思うと同時に、花づくり推進事業の課題が進まず、３年前に戻

った感じがあり、会員はこのことに不安を感じています。 

喫緊の課題として、今年度は会員による花苗の供給不足が出てきました。 

このようなことから、花の苗供給体制の確立など、花づくり推進委員の課題が危惧され

ることから、今後の方策についてお尋ねいたします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

（田村光義村長登壇） 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 花づくり推進についてでありますが、花のまち中札内村として広

く認められるようになったのは、中心的に担ってこられた花づくりの会の皆さまのご尽力

や、かかわってきた村民や事業所のご協力があったからこそであると思っております。 

花フェスタや花で彩られる道の駅は多くの観光客の目を楽しませ、中札内村観光の魅力

となり、イメージを高め、知名度を上げてきました。 

しかしながら、花苗の供給、管理作業などにおいて、新たな担い手が十分確保できてい

ないことなどが、近年大きな課題となっておりました。 

このため、総務省の地域おこし協力隊制度を活用して、村の花づくりを継承していくこ

とを目的に取組みました。 
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花のまちづくり推進員は、平成２３年度から花苗供給農家の指導を受けながら研修を行

ってきましたが、研修終了後の花を中心とした経営での自立は、経営計画の展望を描くこ

とが難しく、あわせて資金、土地取得などが厳しい状況であること、また、推進員の事情

もあり３月で終了することとなりました。 

これにより、新たな花苗の供給対策は違う手段を考えなければならなくなりましたが、

花による村の彩はこれまでの取組みを維持していきたいと思っております。 

課題である花苗供給体制は、これまで、村内の花は村内で生産するという、これまでか

かわってきた方々の思いがありますので、花づくりの会と調整を行い、継続が困難な場合

には、他から購入する手段もやむを得ないものと考えております。 

また、花苗の供給量を少なくする宿根草の導入につきましても試験的に実施しておりま

すので、品種による開花時期などのデータを積み重ねて、拡大してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ６番男澤議員。 

○○○○６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君） 再質問をさせていただきます。 

 ここの答弁の中にもありますように、いろいろ手段を推進を進めていく困難な問題に対

して、いろいろ対策を講じてきたわけですけれども、一つはやはり花の関する講習会をし

て、そして、花づくりに関心を持ってもらおうということで進めてきたことが一つはあり

ます。 

 それについては、やはり会員の拡大につながりましたので、それに対して私は成果があ

ったなというように感じております。 

 それと同時に、この地域おこし協力隊制度を利用して推進を育成してきたのですけれど

も、それが事業が終わると同時に、その推進員も中札内を去るという結果になったと聞い

ております。 

 そこで、この研究生がやはりここの中札内にいて、推進事業に携わるということができ

なかったということについて、その研修中に中札内の村として、ここの回答にもあるよう

に、自立していくためには相当な資金が必要ですし、花の苗をつくるということになりま

すと、ビニールハウスが必要であったり、それを設置する場所が必要であったり、資材が

必要だというような多額の資金が必要だということは、もうわかっているわけですけれど

も、それに対して、村として何かそれの支援をするという考えは全くなかったのか。 

 それとも、本当にそういうようなことの相談があったときに、そういう話し合いをされ

たのかというようなことをまずお伺いいたします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 阿部産業課長。 

○○○○産業課長産業課長産業課長産業課長（（（（阿部雅行阿部雅行阿部雅行阿部雅行君）君）君）君） 私のほうから、花づくり推進委員に対する新規就農にあたっ

ての支援について、ご説明いたします。 

 新規就農の支援につきましては、これまでも中札内村にとっては、割と手厚い形で、就

農の場合の一時金、それから、そのほかの支援等行ってきております。 

 今回の花づくり推進委員につきましても、就農する場合は、その支援を当面考えており

ました。 

 そのほか、推進員に対しては、就農にあたっての状況の村の説明及び隊員の現状の状況

等を確認してきております。 

 その結果、隊員については、当初、花で自立する経営を考えてきたのですけども、農地

取得、それから設備投資など多額の資金かかりますので、支援だけでは賄えきれない面が
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ありますので、自己資金ある程度必要になってきますので、そこら辺から判断して、自立

した経営はできない、という判断いたしております。 

 そのほかに、隊員自体、個人的な事情もありまして、就農できないということがござい

ました。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ６番男澤議員。 

○○○○６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君） 個人的な事情というのも、私は聞いております。 

 だけれど、過程において、就農できないという過程において、もう少し踏み込んだ、例

えば、多額の資金があって、その資金がないからできないという結論に達したというよう

に、私、今の答弁から理解したのですけれども。そうしたときに、やはり私はもう少し踏

み込んで、こういった支援をしたらやっていけるのではないかとか、こういった支援策が

施すべきだという、そういうような考えは、その時点ではしなかったのでしょうか。 

 もう一度、答弁をお願いします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 阿部産業課長。 

○○○○産業課長（阿部雅行君）産業課長（阿部雅行君）産業課長（阿部雅行君）産業課長（阿部雅行君） 先ほど、中札内村の新規就農に対する支援、ご説明したので

すけども、他の自治体と比べて、割と手厚い形で行っています。というのは、一時金あた

り、ほかの町と比べて何百万円という形で手厚くしていますので、現行の形でできないか

ということで提案しています。 

 そのほかに、中札内村でもう１点厳しかったのは、土地取得の問題です。 

 現在、中札内村の農家の方々は、まだ土地が広く求めている状況でありますので、遊休

地等出てくる状況にはございませんでした。 

 そこら辺も大きな要因となっております。 

 ただ、就農にあたっては、２年目、３年目、研修を受け入れるにあたって、新たな提案

ですね、隊員からの計画をいただいています。 

 その中には、花プラス野菜ですとか、花に対してもハーブの花の栽培ですとか、そうい

うふうな形で、工夫しながらでも営農できるような形はいただいているのですけども、や

はりそれだけでは、新たな自立というのは難しいと判断した結果でございます。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ６番男澤議員。 

○○○○６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君） 今、支援の制度が手厚いというような、中札内は手厚い、特に花

に対しては手厚いということがおっしゃられたのですけれども、私、この推進員を本当に

中札内で育てるという強い気持ちがあるのであれば、やはりもう少し踏み込んで、ビニー

ルハウスについては、そんなに大きなものでなくてもいいのかなというような気がします

けれども、土地については、農地等ばかりは私は限らないと思うのですよね。 

 中札内の遊休地としてあるものを一時貸すとか、そういうようなことを常に話し合いを

しながら進めていくべきでなかったかなと思って、私はその点残念に思っておりますし、

また、今回、本人の、私も意向を聞きましたら、やはりそういうようなことで難しいとい

うことも一つはあるけれども、家庭的な事情が特に大きいということで、今回は断念せざ

るを得ないということを私も感じましたけれども、やはり村として、どうしてもこの職員

をそういうようなことで育てていきたいという強い気持ちがあるのであれば、やっぱりそ

れに対して手厚い、話し合いですとか、支援方法ですとか、そういったものを常にきめ細

かく進めていくべきではなかったかなと思って、残念に思っております。 

 その推進員が育たなかったということについて、今答弁があったように、もう少し細か

い支援をいただいていればよかったなというように思っておりますので。 
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 それによって、方向性が変わっていくという大きな問題があります。 

 というのは、やはりこの推進を中心に、中札内の村民が育てた花を植えるという方向性

が変わる、という方向性に直結してくる問題だと私は思っておりましたので、残念に思う

次第であります。 

 それで、次に、花の苗が、今度は本当に、先ほどちょっと質問の中で触れましたけども、

喫緊の課題として、花の苗が供給できない状況に、今、全部が供給できない、花づくりの

会による供給ができない状況になっているということはご存じだったと思います。 

 それで、今年は１，２００本分ぐらい不足するということになりまして、その分を急遽

村外の業者から購入するということに結果的になりましたけれども。このことについて、

この供給ができなくなったということがわかったというのは、８月の末ごろにわかったの

ですけど、私が実際にそれを知ったのはもうちょっと後なのですけども。そのとき、村と

しては花づくり会員が供給できないのであれば、それはもう簡単に外注していいですよと

いう、すぐ結論が出たのですよね。 

 ということは、私は、その花づくりの方向性が変わるという大きな問題だというように

捉えていたのですけども、そのことが簡単に、そのように方向性が変わる問題について、

あまり重要視されていなかったように感じていたのですけれども、その点についてはどの

ようにお考えになったのでしょう。 

○議○議○議○議長長長長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 阿部産業課長。 

○○○○産業課長（阿部雅行君）産業課長（阿部雅行君）産業課長（阿部雅行君）産業課長（阿部雅行君） 村の花については、村内で生産するというのは、これまでか

かわってきた人の思いが非常に強いというのは私も感じておりますので、そのような形で

取り進めたいと思っております。 

 ただ、今回出てきたのは、１０月に入りまして、１人の生産者のほうからそのような話

が出ました。 

 そして、これまで供給している花づくりのほかのメンバーに相談したところ、その方々

もできないということから、結果的には村外のほうに芽出しを行って、花苗の供給を行っ

てもらうことになったのですけども、村の方が簡単に返事したというわけでもございませ

ん。 

 時期的なこともありまして、芽出し、来年の花苗を用意するのは、もう１１月中に決め

ていかなければならないということがありましたので、考えた結果、簡単にオーケーした

ということではありません。 

 それだけはご理解していただきたいと思います。 

 ただ、村を彩る花につきましては、なるべく村で生産したいという考えは持っています

ので、今後も花づくりの会との話し合い、調整は続けてまいりたいと思っております。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ６番男澤議員。 

○○○○６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君） その中のやりとりは、簡単でなかったという思いはあったのかも

しれませんけれども、私としては、やはりもう少し方向性、来年の花苗のことですから、

もう急遽、その花苗をどうするかということはもう即決断しなければならなかったことな

のですけれども、そのときに、やはりそれにかかわる人たちと方向性がこういうようにし

て、急遽なるのだけれども、今後どうしたらいいかというようなことも私は相談すべきだ

ったのではないかなというように思ってもいたのですけれども、それがなかったというこ

とで、今回については外注する本数が少し出たということになっておりますけれども。 

 では、今後、この花の苗をやはり村内で育てた苗を植えたいという村の気持ちがあると
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いうことが今わかりましたけれども、では、どういう体制でこれから花の苗を供給してい

こうというような考えをお持ちなのか、お聞きします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 

○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） なかなか私のほうからお話する機会なかったので、ちょっとその

前も含めてお話させていただきたいなと思って。 

 花のまちづくり推進員の関係については、私もこのスタートにあたっては、随分その支

援の話がありましたけども、毎年、毎年、受け入れていただいているところのお話も、日々

は課長のほうで対応していますけども、させていただきましたし、本人の意向も課長のほ

うから聞いて、いかにそこに持っていこうかということの努力を怠っていたとは私自身思

っていないものですから、ちょっと、結果として答えがないではないかと言われると、そ

れは仕方のないことなのですけども。 

それと、本人も花、どういう思いが来て、実際の現場といいましょうか、経営といいま

しょうか、そういうものを見ながら、毎年度研修の内容も検討した中で、条件といいまし

ょうか、こういうことがあるということが、先ほど課長が説明したことで、変な話、条件

として、ずっと何らかの形でということでない経営をしたいという、やはり、ところとど

う接点があるかということで、この間、３年間私はやってきたと思っていますし、２年終

わった段階で、例えば、抱き合わせで推進をしながら、一部は生産するだとか、そういう

ことも実は内部的にいろんな検討をしては、一気に経営としてなるとは思っていませんで

したので、それはちょっと外に出ている話ではないのですけども、私としてそういう検討

も抱き合わせでやらなければいけないぞということは、意見調整しながらやっていました。 

 ただ、本人、最後の選択としては、先ほど、ご質問というかあったようなことなもので

すから、これ以上、それはその人１人のやはり今度どうするかという大きな選択ですので、

そのことで引き止めるような条件を並べてというようなつもりはありませんでした。 

 これは、春ぐらいの段階でしたので、それ以上やっていないではないかという部分につ

いては、今年だけ見ればやっていないということが見えるかもしれません。 

 そのことで、ちょっとお話させていただきました。 

 それと、では、現実の問題として、長く、私も花づくりの会に不定期ですけど、呼ばれ

たり総会行って、今後のことどうするのかというのが、もう本当に、この推進前から、そ

の前から課題だということで、会長さんからも直接お話聞いていましたし、会員の方から

も聞いて、いろんな手立て、講習の話も含めてやってきた結果、一番こういう形がいいな

と思っていたものが、今急遽だめだということも含めて、実は、本当に大変な中で、花づ

くりの会におんぶしているなということをずっと思っていて、これが指導だとか植えてい

ただくだとか、一時的なことはいいのですけど、今、芽出しから花苗までになることが、

非常にやっぱりこれでいいのかなということはずっと思っていて、今後どうするのですか

って今聞かれてしまいましたけど、答えはなかなかそう簡単に出ないとすれば、基本は基

本として、先ほど答弁させていただいたように、一部軽減することが可能であれば、今、

緊急対応としてやっていかなければいけないだろうという、こういうことを一つ思います

し、これだけ維持してきた同じことが、では今後もできるのかって、花づくりの会の方に

変わるようなそういったパワーを持って、この花づくりを考えてくれる人が出てくるのか

ということも非常に簡単なことでないという事実があるものですから。 

 大事にすべきことはレベルを下げなくても、その中で考えれることということで、今、

緊急対応させていただきましたし、ちょっと話は横に行くのですけども、福祉のほうで、
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法人のほうの今後の検討が随分されている中で、芽出ししたものがのぞみ園に行って花苗

になっているというこの部分も、実はかなり限界に近付いているという報告も受けている

中で、自宅でやられている分と、今別れていっている分、こういうふうにあるわけですけ

ども、これもまた一つ大きな問題になっていまして、時間の流れとともに、一度そういう

流れは維持できるのかどうかということを考えたときに、違った形も選択肢としては、こ

の後のことでは意見交換させてもらって、率直にやっぱり見ていただく分も止めてしまう

のかどうなのかといったら変な言い方ですけども、できなければ、そういう村の中で回転

がなくなったときどうするのか、ということも率直に意見いただいて、私としてやっぱり

判断すべき時期に来ているということだけちょっと申し上げたいと思います。 

 すぐその体制取れるのかという最後の質問については、ちょっとお答えを今すぐ出せる

状況ではありませんし、今年の分については、ちょっと花づくりの会の方ともちょっと私

は話していない状況で今ご質問を受けましたから、また率直に、私の考え方も皆さんのほ

うに申し上げながら、良い案があればそっちに向いていきたいと思いますし、それで無理

だとすれば、次の展開としてどうすべきかという、こういう大きな流れの時期に来ている

ということをちょっと申し上げたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ６番男澤議員。 

○○○○６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君） そうですね。 

 今までやってきたのですけども、そういう思いで推進を育成してきたり、講習会を重ね

てきたりということでやってきたのが、一部は成功している部分はありますけれども、成

功しなかったということについては、本当に大きく、今村長が言われるように、今後の供

給体制をどうするかということになってくると思うのです。 

 そこで、やはり方法としてはいくつかあるというふうに私も思っておりまして、例えば、

職員がそれを専任するということも一つかと思うのですけども、この苗づくりをすぐでき

るという職員は本当に、今のところいないかなというように思うので、たまたまそういう

人を外部から雇用するという形もあって、そして、その人によって、例えば、今さっき村

長が言いましたように、福祉関係でのぞみ園に出荷している小さな苗をのぞみ園が育てて

いますけれども、その体制もなかなか難しくなりつつあるというようなことが話されたの

で、そこでやはり、あそこには立派な温室施設がありますので、そこで我々花づくりの会

員も手伝いながら、一つは育苗していくというようなことも一つの方法としてはあるのか

なというように考えますし、本当に苗づくりを担ってくれる人たちが本当にできなくなっ

たときには、もう本当に外部から入れるという方法もあるのですけれども、今、花づくり

会員の中にも、即できなくなるという人は、今回１人出てきましたけれども、まだつくり

続けられる人がいますので、そういう人たちが徐々にできなくなった段階で、最終的には

どうしていくかというような結論を出すという方法も一つはあるかというように思ってい

ますけれども、いずれにしても、やはりかかわっている人たちとよく相談をしていただい

て進めていただきたいということをお願いしたいのですけれども、やはり今まで長い間、

花にかかわってきた人は強い思いがあります。 

 中札内で花を育てたものを植えたいと、植えてきたというそういう思いがありますので、

そういった気持を汲んでいただいて、話し合いの中で進めていただければなと思っており

ますので、その点をよろしくお願いしたいと思います。 

 その点について、何か答弁がありましたらお願いいたします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 田村村長。 
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○○○○村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君）村長（田村光義君） 村の花は村でというのは、私はたまたま仕事上、そのスタートか

らかかわっておりまして、多分職員の中では一番強くそのことを感じている者だというふ

うに思いますので、言っておられることはもう十分わかっておりますし、先ほども言いま

したように、節目、節目でお話し合いも持たせていただいていますし、今の現状、男澤議

員が質問されている部分というのもよくわかる部分ですので、早急に。 

 来年の対応は対応として、その先のきっかけにしたかった推進員がちょっとそういうよ

うな状況ですから、そのことも皆さんに、また公にご報告させていただく中で、どの部分

でどれぐらいならということも含めて、お話し合いを早急にさせていただいて、すぐその

体制が取れるかどうかは別として、長期のスパンも相談させていただくことがいいかなと

いうふうに思っていますので。 

 ご意見の通り進めたいなというふうに思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ６番男澤議員。 

○○○○６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君）６番（男澤秋子君） そのことについてはよろしくお願いしたいと思います。 

 それとあと、最後の答弁の中に、宿根草の導入について、実験をしながら行って増やし

ていくというような考え方があるということが答弁にありました。 

 そういうことについて、我々会員としても、その試験をしている最中であって、中札内

において、宿根草ですから、一度植えたら次の年も芽が出てきて、それで花が咲かせてく

れるということで、毎年毎年植えなくてもいいという花なのですけれども、それについて

も、やはりこの中札内に育って、毎年、毎年、芽が出てくれるかというようなことも、花

の種類によっては、毎年芽が出てこないということもあるので、そういう研究をしながら、

会員もやっておりますので、そういったことでは、このことについても、村と一緒にやっ

ていければいいなというように思っておりますので、そのことについてもよろしくお願い

したいというように思います。 

 最後にですけれども、日本の造園家の高野文彰氏が言っていたことなのですけれども、

地域の庭や公園は、その地域の品位や元気を表すものであるというようなことをお聞きし

たことがあるのですよね。 

 中札内村は、ほかの町村から見ると元気があっていいとよく言われますけれども、やは

りこの元気を表すものが花にあるということを聞いたときに、やはり花はそういうような

ことをみんなＰＲしていたのかなというように思ったので、ぜひ、この花推進については、

そういったことも含めて、今の推進の状態を落とすことなく続けていっていただくことを

求めて私の質問を終わります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ご意見としてお聞きしますが、答弁のほうありますか。 

 ということでご意見としてお聞きして、６番男澤議員の一般質問を終わりたいと思いま

す。 

 佐藤議員の一般質問は午後からにさせていただきたいと思います。 

 暫時休憩をいたします。 

 １時から再開をいたします。 

 

休憩 午前１２時００分 

再開 午後 １時００分 

 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 皆さんお揃いになりましたので、午後からの審議に入りたいと思
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います。 

 一般質問を続けさせていただきます。 

 ２番佐藤議員。 

○○○○２番２番２番２番（（（（佐藤耕平佐藤耕平佐藤耕平佐藤耕平君）君）君）君） それでは、２項目のうち、まずは学校給食費の改定についてお伺

いします。 

村長は、本定例会初日の行政執行状況報告の中で、来年４月に消費税率が８パーセント

に改正されることに伴い、賄材料費相当分を負担いただいている学校給食費負担金につい

ては改定を予定している、と述べました。 

そこで、消費税率８パーセントへの引き上げにより考えられる賄材料費の増加額と、改

定による給食費の額、公費支出による給食費の値上げ回避や保護者負担軽減の考えはない

のか。 

 見解を伺います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 上松教育長。 

（上松丈夫教育長登壇） 

○○○○教育長教育長教育長教育長（（（（上松丈夫上松丈夫上松丈夫上松丈夫君）君）君）君） 学校給食費の改定についてでありますが、給食費は給食を提供

するための必要な経費のうち、子どもたちが食べている食材購入費用を保護者の皆さまに

負担していただいております。 

消費税が８パーセントに引き上げられることに伴い、すべての食材購入費にアップ分が

転嫁されますことから、子どもたちの健康維持やバランスのとれた現状の給食を継続する

ために、消費税改正に伴う給食費の値上げは避けられないと考えております。 

賄材料費の増加額ですが、平成２４年度実績でお答えさせていただきますが、食材総支

出額は１，９０４万９，０００円でありますので、消費税の引き上げによる増加額は５４

万４，０００円余りとなります。 

また、改正後の給食費は小学校で一食２３０円を２３７円に、中学校では一食２７５円

を２８３円に改定する見込みであります。 

公費による負担の考えですが、これまで通り、ふるさと味覚給食、ふるさと食材給食は

継続してまいりますが、給食費負担の原則通り、通常給食の食材購入費は保護者負担であ

るべきものと考えております。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） では、再質問させていただきます。 

 まず、答弁にもありました通り、子どもたちの健康維持やバランスの取れた現状の給食

を継続するためということで、ここの答弁に関しては、まさしく私自身も同じ認識であり

ますし、やはりここをなしにしては学校給食というそもそもの趣旨からも外れるとも思い

ますので、そこを維持するのは、もちろん大事であると私自身も考えます。 

 そういう中で、学校給食法でも、材料費は保護者負担というふうに明記もされています

し、そういう中で、材料費に係る消費税が上がるとなった場合には、私自身としては上げ

てほしくないという気持ちももちろんあるのですけども、致し方ない部分も半分ぐらいは

あるのかなというのが正直な今の考え方なのですけども、その上で、いくつか再質問をさ

せていただきたいと思います。 

 まず、材料費がもちろん８パーセントに伴って上がるということなのですけども、当然

何の根拠もなしであったり、試算もなしに上げた数字ではないともちろん思うのですけど

も、いわゆる材料の仕入れ先ですか、そちらから具体的にこれぐらい上がるからというよ
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うな話し合いがお互いになされたのか、そこを確認の上で一応お聞きしたい思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 大和田教育次長。 

○○○○教育次長教育次長教育次長教育次長（（（（大和田貢一大和田貢一大和田貢一大和田貢一君）君）君）君） 食材費の価格の関係で、今回上げるという該当の根拠では

ありませんので、それについては特に話し合った結果はございません。 

 あくまでも消費税増分に伴う部分だけですね。 

 値上げ幅に止めるという考えであります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） そしたら、上がるということを前提で、答弁にもあります１，９

０４万９，０００円ですか、それに単純に８パーセントを掛ける。 

 それの結果、５４万４，０００円。そういう数字になったということですね。 

 そしたら、もしかの話ですけども、仕入先が消費税分、もしからしたら上げないでとい

うことも考えられるということでしょうかね、今後。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 大和田教育次長。 

○○○○教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君） 事務的なお話をさせていただきますけれども、給食費自体

は課税対象になる費用です。 

 すなわち、今、小学校で例えば、１食２３０円という価格は税込の値段になりますので、

あくまでも消費税が上がると連動して上がるというのが原則でありますので、先ほどと繰

り返しになりますけれども、購入価格等のところで調整するという、原則的に内容のもの

でありませんので、あくまでも消費税５パーセントが８パーセントに上がることに伴って、

自動的に、原則的に上がるということになりますので、そういった根拠をもとに、今、改

定を進めるという考えであります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） わかりました。 

 次、事前にいくつか、前もってちょっとお伺いしておいた中で、平成元年ですね、消費

税３パーセントという形で導入された際に、そのとき、小学校でいえば１食１６６円だっ

たのを、財政措置して上げないで見送ったと、そういう経緯もあります。 

 そのときは恐らく、もう二十数年前ですから、村の一般会計そのものの財政基本、今と

は全然違う中で、若干の余裕があって、そういうこともできたのかなと思うのですけども、

今回、過去にはそういうふうに財政措置で一旦は、その後、９７年のときは、５パーセン

トに上がったときは、伴って上げているようなのですけども、３パーセントのときは一旦

見送っているという経験というのか、経緯もあります。 

 その中で、今回はそういうような財政措置、５４万数千円ですか。決して安いというか

少ない金額のお金ではないと思いますけども、何らかの形で公費支出するような余地はな

かったのかどうかお伺いします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 大和田教育次長。 

○○○○教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君） まず、１点目のご質問の平成元年、消費税３パーセント導

入されたときには、確かにその年度には値上げをしておりません。 

 遡っての議論をちょっと確認できなかったので、据え置いて財政負担をしようというこ

とであったのか、議論がその１年間されたのかというところはちょっとわからないのです

けれども、少なくとも平成２年に３パーセント分を値上げしているということで、結果的

には増税を要因に３パーセント分の課税については改定をしているということですので、

そういった今回の考えと同じように、３パーセント、５パーセントというところでの改定
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時には、消費税を転嫁してきているということでありますので、今回についても同じ考え

で転嫁をしていくということであります。 

 今回、５パーセントから８パーセントになって、保護者負担に加算される５４万円余り

の額について、公費負担ということでのお考えでありますけれども、これについては、給

食費の総経費の中で、全ての経費の一部を負担していただいているというふうに考えてお

りますので、賄い材料費の通常分、村の事業としている、食育で提供している給食を除く

部分については、そういったことの議論まで至る前に、こういう形で姿勢的に上げるべき

だろうという総体の意見で、今回、消費税加算分については、そのまま加算するというこ

とでありますので、今のご質問の考えについては、議論の中で、そういった方向に向かう

ということはございませんでした。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） わかりました。 

 あと、平成元年から昨年まで、話で考えますと、大体、ちょっと１２年と２１年は９年

の開きがあるのですけども、その改定という点で見ると。 

 大体２、３年ごとに、５円から１０円ぐらいずつ上がっているのかなというのがお聞き

したデータの中でわかったのですけども、その間、普通に考えると、やはり物価というの

か、その材料費が上がったから上げてきたのか。 

 その二十数年間の中に、間に、全く材料費が下がるような傾向であったり、そういうよ

うな事実がなかったのかお伺いします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 大和田教育次長。 

○○○○教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君） デフレと言われていた時代には、特に外食産業を含めて、

食材が下がったという時期もあったと思います。 

 今おっしゃったように、平成１２年から２１年の間は、９年間値上げをしていなかった

ということで、そういった時期に、こういったときがあったのかなというふうに考えてお

ります。 

 ２１年については、原油価格の高騰等で、特に輸入食材、油ですとか小麦関係の高騰が

あったときに、物価上昇に合わせて上げてきたということですので。 

 先ほど申し上げた通り、消費税の３パーセントを８パーセントというのは、値上げでは

なくて、消費税転嫁ですので、そこのところは、値上げというふうには押さえておりませ

んが、これまでの２年から９年というスパンはありますけれども、物価に見合った上昇に

合わせて価格を変えてきているということであります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） わかりました。 

 そういう中で、いろんな、上がったり下がったりの変動の中で、下がった時期も、デフ

レなんかであったけども、結果としてはやっぱり、現在の給食費ですか、１食当たりの給

食費でしか、やっぱり材料費が賄えないと、そういうような状況であるということですよ

ね。 

 わかりました。 

 それで、残り、新年度に至っては３カ月というところなのですけども、私自身もちょっ

と勉強不足というか情報収集不足なのですけども、例えば、国や道であったりというとこ

ろで、何か給食費の分を賄えるような何かそういう補助制度、給食費助成という直接的な

ものではなくても、何かそういうような使えるような制度、ないとは思いますけども、何
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かありましたら。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 大和田教育次長。 

○○○○教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君） 今現在の情報では、給食費の保護者負担を軽減するための

新たな措置というのは把握しておりません。 

 ただ、事業保護と扶助費とでは、所得階層に応じて村も給食費も組み合わせて助成をし

ておりますので、そういった意味で、本当に負担の重たい方については、別にそういった

助成も行っているということはお話をさせていただきたいと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） また仮の話で申し訳ないのですけども、今回、消費税の増税に伴

ってという改定ということもありまして、そんなことは、ほぼないと思いますけども、万

が一、消費税の増税が中止された場合だとかは、やっぱりそういう趣旨での改定というこ

とであれば見送るということももちろんあるということですよね。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 大和田教育次長。 

○○○○教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君） あくまでも消費税増分に対応する分は、給食費の値上げと

いうふうには考えておりませんので、見送るのではなくて、原則論で言えば、上がったと

きには消費税分を転嫁すれば、給食費の税込単価というのは上がるものだというふうに考

えております。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 消費税がなくなったらということなのでしょう。 

○○○○教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君）教育次長（大和田貢一君） 併せて、なくなる、下がるときには下がるものというふう

に考えております。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） わかりました。 

 学校給食法で、そもそもが材料費が保護者負担となっていますので、なかなか難しい話

ではあると思うのですけども、もし可能であれば、ぜひとも何らかの形で値上げ、値上げ

というか改定を抑えるような措置もぜひやっていただきたいなという、これ意見ですけど

も。 

 とともに、やはり国や道なんかにも、やっぱり学校給食のお金は、義務教育の中での行

われている制度ですから、そういう点では、できればやっぱり国や道なんかが補助をして、

無償にするような形に、ぜひ村としても求めていっていただきたいなという、最後に意見

を述べまして、その答弁も、もしいただけるのであれば、ぜひいただきたいなと思います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 上松教育長。 

○○○○教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君） 基本的に給食は子どもが自分の口に入るものです。 

 それはやっぱり、この村の自律と協働という自律の言葉にもあるように、自分のことは

自分でする。自分の口に入るものは自分できちっとお金を出す。 

 これが原則だと私は思っています。 

 例えば、弁当のことを考えたらどうでしょうかね。 

 弁当は家庭でつくってくる。 

 これに対して補助なんてありえないはずです。 

 それを肩代わりといったら悪いですけども、給食はしているわけですよね。 

 給食代出すためには、あそこにある給食センターという建物、そこにある備品、そこで

働く人件費、これも全部公費でもって賄っているのですよね。 

 ただ、口に入るものは保護者負担でいきましょうと。これは原則だと思うのです。 
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 そこはやっぱり変えてしまったら、何もかも公費で負担するということを考えたら、そ

れはあり得ない話だと私は思っていますので。 

 やっぱり、給食費は取り上げれば、国が援助するとか補助するとか、道が補助するとか

という問題では私はないと思います。 

 自分の口に入るものは、保護者はそれをきちっと払うものだという基本的な認識でおり

ますから。そういうどこかに訴えていくとか、そういう気持ちは今のところありません。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） これで給食費に対する質問はいいですね。 

 次の質問に移ってください。 

 ２番佐藤議員。 

○○○○２番（２番（２番（２番（佐藤耕平君）佐藤耕平君）佐藤耕平君）佐藤耕平君） それでは、次の質問に移らせていただきます。 

高等学校修学支援対策事業の継続をということで質問させていただきます。 

昨年９月の定例会一般質問において、平成２５年度で終了する本制度の継続を求める同

様の質問を行いましたが、当初の導入趣旨や本来の目的対象者以外への拡大補助となって

いるなどの理由から、継続の考えはないとの答弁でした。 

しかし、今の厳しい経済状況の下、経済的な理由によって高校教育を等しく受ける機会

を損なうことのないよう、通学費、私学授業料の一部を助成する本制度の重要性は、ます

ます高まっていると考えます。 

経済的な理由で子どもたちの進路が左右されないよう、教育を受ける権利が保障される

よう、改めて制度の継続を求めますが、見解を伺います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 上松教育長。 

○○○○教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君） 高等学校修学支援対策事業の継続をについてでありますが、昨

年９月の定例会一般質問でお答えしておりますとおり、中札内高校の閉校により、村内で

の通学の選択が無くなったことによる保護者負担の激変緩和対策として、これまで支援を

行ってまいりました。 

この間、国の施策により公立高校授業料無料化や私学授業料補助制度の創設により、保

護者負担の軽減が図られたという教育環境の変化もあり、制度を終了する考えに変わりは

ありません。 

高校就学は、義務教育を終えた保護者責任によるものではありますが、ご質問のとおり

経済的な理由で就学に困難があってはならないものと考えており、故永井明氏のご厚意に

より創設した永井明奨学金の制度がありますので、その周知に一層努めてまいります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） それでは、再質問させていただきます。 

 まず、答弁にありました経済的な理由で就学に困難があってはならないと。 

 その点では私も同意見であります。 

それで、あと答弁の中で、中札内高校閉校に伴う激変緩和措置として始まった制度であ

ると。それも私自身、認識、理解はしております。 

 しかし、この制度が運用された５年間、この５年間で、では教育費に係る負担だとかと

いう、そういう環境が変わったのかというと、やはり変わっていないというのが私自身感

じているところです。 

 そういう中で、この制度、受給するにあたっての一つの条件というかルールというのか

の一つに、最低ラインというのですか、その受給資格の。最低ラインとして、世帯人数３

人であって年間総所得が２３７万円以下というそういう条件があると思うのですけども、



 - 33 - 

そこで見たときに、例えば、バス代、定期代が中札内から帯広駅までで考えると、１カ月

２万５，１９０円になるということなのですね。 

 そのうちの最大１万２，０００円を助成しているという点では、１万２，０００円です

から年間１４万４，０００円になると思うのですけども、それだけの助成を行ってきたと。 

 最低ラインであるその２３７万円の収入の世帯にとっては、１４万円ほどの助成という

のは本当に、それによって家計の負担が本当になくなる、少なくなるという点では、本当

に貴重な大事な制度だったのではないかなと私自身思っているところです。 

 そういう中で、そもそも始まったのは、高校閉校に伴う激変緩和措置の中で始まったも

のですけども、新たな観点というのですか、改めてということで、教育費にかかる負担を

少しでも減らそうというそういう新たな思いでというか、そういう意味で制度を新設とい

うわけではないですけども、結果としては継続という形があると思うのですけども、続け

ていく意思はないのか、改めてお伺いします。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 上松教育長。 

○○○○教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君） 何回も申し上げていますけども、結論から言って継続はありま

せん。 

 やっぱり、これは義務教育ではありませんし、やっぱり高校へ通うということは、確か

に高校がなくなったことは、私も正直言って、来るときに高校あると思って来たのですけ

ども、１０月に来たときには３月いっぱいでなくなったということで、ちょっと、正直言

ってがっかりしたところもあるのです。 

 それは別にしても、高校に通うということは、やっぱりその家庭の経済状況さまざまあ

りますけども、何とかやりくりして、そして自分の子どもを高校に通わせるという、そこ

のやっぱり配慮というのは、いろんな家庭あると思いますけども、そういう配慮というの

は教育的に私大事だと思っています。 

 豊かに全ての子が、安定した状況の中で高校に通うと。望ましいのかもしれませんけど

も、この世の中そうではないと思いますね。 

 やっぱりそういう厳しい状況の中でも高校へ通わせていただいたと。親に感謝するとか、

何かそういうことがやっぱり生活状況の中で感じてもらわなければならないと。 

 特にこの世の中と私思っています。 

 そういうある面では厳しいのだけども、佐藤議員の言われる通り、そういうふうにして、

経済負担を少なくしたいという気持ちもわかるけども、やはりそこは義務教育ではないの

で、親の、いわゆる家庭の状況によって、そういうことをやりくりして行ってもらうとい

うのが、私は原則と考えておりますので、一応、制度も延長して何年かやったのですけど

も、予定通りこれで打ち切りたいというふうに思っています。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） 教育長の考えはよくわかりました。 

 確かに教育長が言われる通りの側面ももちろんあると思います。 

 親がそういうふうに、いわゆる必死になって、そういう高校に通わせた、あるいは大学

に通わせたと、そういう親の姿を見せるというのももちろん、それも教育というふうにも

考えられますし、そういう点でも重要だと思いますけども、やはり本当に厳しい経済状況

の中では、そういう保護者なりの努力が限界の部分もある。そういう場面もなくはないと

思うのですよね。 

 そのときに、やはり国であったり行政の支援というのが本当に重要になってくるという
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のが私の考えでもあります。 

 それで、義務教育云々という話もありました。 

 確かに高校は義務教育ではないというのはもちろんそうなのですけども、今、大多数の

子どもが高校に進学すると。 

 そういう中では、でも義務教育ではないから致し方ない一面もあると思いますけども、

そういう中で、その高校に通うにあたっての負担というのは、授業料であったり、通学の

バス代以外に、やはり今の時代、さまざまな学用品、教科書、高校に至っては義務教育で

はなくなりますので、学用品や教科書、その他学校にかかわるお金というのが結構負担に

なっていると思うのですよね。 

 やはりそういう中で、国際的な話をしますと、国際人権規約というものの中では、高等

教育の無償化を目指すというふうな表明も今されています。 

 残念ながら、日本政府そのものがそれには批准しないで留保をしている形なのですけど

も、そういう世界の流れはそういう流れにもなっているというのが事実、ほかの側面でも

あります。 

 そういう中で、さっきの給食費の関係と同じになるのですけども、国や道に対して求め

ていく、そういう高校の教育費の負担を少しでも減らしてもらえるような国の施策、道の

施策を行ってほしいと求めていってもらいたいと私自身は思うのですけども、その辺の答

弁、伺います。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） 上松教育長。 

○○○○教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君）教育長（上松丈夫君） 結論から言ってありません。 

 気持ちはわかるのですけども、やっぱり先ほど言ったような理由がありますし、やっぱ

りそれぞれの家庭が違いありますよね。 

 そういう中で、教科書の問題にしても何にしても、そういう状況の中で判断して、家庭

で話し合って、この子を高校にやろうというふうにして決めたわけですよね。 

 大人の責任も含めて。 

 そういう中で判断したことについては、きちっとその家庭家庭でやるべきものだという

ふうに思っています。 

 苦しい状況であれば、いろんな手を使いながら、奨学金の問題もありますし、あるいは、

大学であればアルバイトしたり、自分でお金をつくって学校に行くということもあるでし

ょうし、いろんな手立てがあって行くということは、やっぱりその努力は私は大事だと思

っていますので、そういうことをやっぱり大事にしていかないと、何でもかんでも、申し

訳ないですけども、補助金だ助成金だといって、いうことは、全て私は教育的にいいもの

だとは考えておりません。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ２番佐藤議員。 

○○○○２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君）２番（佐藤耕平君） わかりました。 

 それで、最初の答弁にもありましたけども、経済的な理由で就学に困難があってはなら

ないという点では、認識は一致していると思うのですよね。 

 そこは、ぜひその思いで教育行政を執行していっていただきたいなと思うのですけども

そして、答弁でもありますけども、いろんな教育にかかわる奨学金制度、村でもいろいろ

やっていますから、そこに対して、今回、一つの助成制度がなくなったという点では、今

ある既存の教育にかかわる助成制度。 

 今まで以上に、ぜひとも、こういうのがあるのだよというのを村民に周知していただい



 - 35 - 

て、有効活用して、今までもしてきていただいていると思うのですけども、今まで以上に

ぜひともそういう周知の活動を進めていっていただきたいなと最後に求めて終わります。 

○議長○議長○議長○議長（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君）（髙橋和雄君） ご意見ですが、何かありますか。 

 これで佐藤議員の一般質問を終わります。 

 全ての一般質問が終わりました。 

 これで本日の日程は全て終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成２５年１２月中札内村議会定例会を閉会いたします。 

 

閉会 午後 １時３２分 


